
文

法

(

史

的

研

究

|

近

代
)

個
人の
単
行
本は
除い
て 、
文
法の
史
的
研
究
中室
町
時
代と
江
戸
時
代に

関
す
る
もの
を 、
乙
乙
に
取
り
あ
げる 。

展
望の
順
序
は 、
次
の
と
お
り 。

動
詞 。
助
動
詞 。
助
詞 。
接
辞 。
敬
語 。
抄
物
関
係 。
朝
鮮
資
料関
係 。
近

世文
語 。
その
他 。

と
の二
年
間(必
年 、
斜
年)
を
通観
し
て 、
気づ
い
たζ
と 、
二 、
三
を
あ

げ
れ
ば 、
朝
鮮
語
と
の
対照
研
究の
活
滋化 、
抄
物の
資
料的
性
格のほ
り
さ

げが
い
よ
い
よ
深
まっ
たこ
と 、
二
段
活
用の一
段
化につ
い
て
多くの
論
文

が
関心
を
示し 、
最
も
まと
まっ
た
成
果
を
あ
げた乙
と
な
ど
で
ある 。

法

動
詞に
関
する
もの 。
乙
れ
は 、
活
用と
音
便に
関
する
もの
が
大
部分で

あっ
た 。

国
語
史の
重
要
課題
で
ある二
段
活
用の一
段
化
と正
面か
ら

取
り

組ん
だ

論
文が
三
つ 、
管
見に
入っ
た 。
論
文の一
部で
と
れに
言
及し
た
もの
も
多

奥
村三
雄
氏の
「
所
謂二
段
活
用の一
段
化に
つ
い
て
||方言的事実から

注
1

史的考察へ
||」

(近代語研究第二集)
は 、
現
代の
方
言
資
料と
史
的
文
献

文

松

寿

雄

との
総
合
的
考
察とい
う
研
究
方
法で 、
氏がこ
の
と乙
ろ
続
けて
お
ら
れる

研
究の一
つ
で
ある 。
現
在の
方
言
的
事
実か
ら
史
的
変
遷につ
い
て
推
定
を

下し 、
そ
れ
を
近
世上
方
語
資
料(元禄t嘉永)
に
よっ
て
検
討さ
れる 。
そ

の
結
果 、
一
段
化の
完
了
は 、
関
東の
方が
早
く 、

京阪
語で
は 、
ほ
ほ
中

世
末か
ら
近
世
初
期に
か
けて
行
なわ
れた
が 、
その
後も二
段
式が
ある
程

度
用い
ら
れ 、
附属
語は
動
詞に
く
ら
べ 、
下二
段
動
詞は
上二
段に
く
ら

べ 、
多
音節
語は
少
音節
語に
く
ら
で
そ
れぞ
れ一
段化が
遅
れた 。
その

他 、
己
然
形に
二
段
式が
多い乙
と 、
女
性
語に二
段
式が
少ないと
と 、
武

士
階
級に
二
段
式
多く 、
廓
関
係
者に乙
れが
少ない乙
と
を
指
摘さ
れる 。

蜂
谷
清
人
氏の
「狂
言
古
本に
見ら
れる一
段
活
用
化の
現
象」(国語学 、

九
築)
は 、
天正
狂
言
本 、
虎
明
本 、
狂
言六
義とい
う
大
部の
資
料を
調
査

さ
れた
労
作で 、
乙
れに
よっ
て
室
町
時
代に
お
ける一
段
化の
傾
向を 、
ほ

ぽ
察
するこ
と
が
で
きる 。
し
かし 、
ζ
の
調
査
で
室
町
時
代口
頭
語の
実
態

が 、
直
ちに
明
白に
なっ
た
とい
うほ
ど
簡
単で
は
ない 。
氏の
調査に
よ
れ

ば 、
天正
本と
虎
明
本と
で
は一
段
化の
進
度に
おい
て 、
際
立っ
た
開き
が

ある 。
一
段
活
用
と二
段
活
用の
比
率が 、
天正
本で
は1
対2 、
虎
明
本で

は1
対お
で
あ
る
とい
う 。
と
の
隔た
りを
ど
う
解釈
するか
で 、
室
町
時
代
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口
頭
諮に
お
ける一
段
化の
様
相
が
大き
く
変わ
る 。
蜂谷
氏
は 、
乙
れ
を
天

正
本に
「話しと
と
ば
的
要素が一
層
強
く
出て
い
る
た
め
で
は
ない
か」
と

解さ
れた 。
とこ
ろで 、
虎
明
本で
は 、
本
文よ
り
注
記の
方に一
段
化
が
多

い
とい
わ
れ
る
が 、
天正
本は
筋
書き
的K
書か
れた
もの
で
あ
り 、
そ
うい

う
点で 、
虎
明
本の
注
記に
近
く 、
伝
統
的な
制
約を
離
れて 、
書
写
当
時の

口
頭
語
を
自由に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
もし
れ
ない 。
乙
う
考
え
れ
ば 、
天

正
本の一
段
化の
方が 、
書
写
当
時の
口
語の
実相に
近い
と
も
考
え
ら
れ

る 。
し
か
し 、

天正
狂
言
本の
成立や
書写
年
代は
十
分
明
ら
かに
さ
れてい

る
わ
けで
は
な
く 、
ま
た
その
ほ
かに
も
多
くの
問
題
が
残るの
で
ある 。

時
代
的に
並べ
る
と 、
蜂
谷
氏の
論
文が
室
町
時
代で 、
前
記
奥
村
氏の
も

の
が
江
戸
時
代 、
乙
の二
つ
の
論
文
をつ
な
げる
と 、
室
町か
ら
江
戸へ
の
推

移が
わ
か
る 。
江
戸
語
資
料につ
い
て
は 、
奥
村
氏の
もの
の
ほ
か 、
以
前か

ら
若
干
調
査
さ
れて
お
り 、
今
期に
も
篠田
香
織
氏の
「二
段
活
用
語の一
段

化
及び
そζ
に
見
え
る
言
葉へ
の
意
識」
(国文目白8
八日本女子大V 、
“
年

3
月)
な
ど
が
あっ
た 。
ζ
れ
らK
よ
れ
ば 、
近
松
世話
物
浄
粛
璃な
ど
で
は

すでに一
段
活
用の
方が
多く
なっ
て
い
る 。
と乙
ろ
で 、
江
戸
時
代の
いつ

ど
ろ 、
一
段化
が一
応
完
了
し
た
と
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か 、
そ
し
て
そ
れが

標
準
的(規範的)
と
な
るの
は
いつ
ど
ろな
の
だ
ろ
う
か 。
今
後は
江
戸時

代の
資
料につ
い
て 、
一
層の
調
査
が
必
要で
あ
ろう 。

蜂
谷
氏の
論
考と
奥
村
氏の
論
考と
は 、
内
容
的に
も
相
反
す
る
乙
と
な

く 、
そこ
に
連
続
的
な一
段
化の
進
展
状
況
を
読
み
と
るζ
と
が
で
き
る
と
恩

わ
れる
が 、
た
だ一
つ 、
う
ま
くつ
な
が
りに
くい

点
が
ある 。
そ
れは
上二
段

と
下二
段の
ど
ち
ら
が
早
く一

目炭
化し
た
か
とい
うこ
と
で 、
蜂谷
氏に
よ
れ

ば 、
虎
明
本や
天正
本に
上二
段の一
段
化
が
な
く 、

奥
村
氏に
よ
れ
ば 、
江

戸上
方
資
料で
は
下二
段の
方が一
段化
が
遅
かっ
た
とい
わ
れ
る 。
乙
の
相

途
は 、
室
町
時
代と
江
戸
時
代とい
う
時
代の
差で
は
か
たづ
か
ない
問題
で

ある 。
今
後の一
つ
の
課
題
とい
え
る 。
乙
れに
関
連して 、
篠
崎
久
錦氏は

「
江
戸
末期
長
崎
方言の
動
詞」
(国語国文学研究5
八熊本大学V)
で 、
幕

末
長
崎
方言に
は
下二
段の一
段化
が
ほ
と
ん
ど
ない
乙
と
を
報
告さ
れた 。

な
お 、
抄
物
関
係の
論
文に
は 、
後述
するよ
うに
抄
物
中の一
段化につ

い
て
言
及し
た
もの
が
ある 。
乙
乙
で
は 、
永山
勇氏の
「抄
物に
見
え
る
動

詞の
買をめ

ぐっ
て
|

言
語』
から『毛詩抄』
へ
|」

(
議
帥
舘博士

ゆ+A
n，“

国語学論集)
だ
けを
あ
げて
お乙
う 。
乙
れ
は
動
詞の
活
用の
ゆ
れを
扱っ
た

もの
で 、
その一
部に一
段化が
扱わ
れてい
る 。
と
うし
て
みる
と 、
音
便

形の
問
題
も
含
め
て 、
室
町か
ら
江
戸
時
代は 、
活
用
形
式の
大い
に
錯
綜し

た
時
代だっ
た
と 、
今さ
ら
痛感
さ
れる 。
そ
れ
らの
様
相が
徐々
に
で
は
あ

る
が 、
明
らかに
さ
れつ
つ
ある
とい
えよ
う 。

二
段
活
用の一
段化と
深
くか
か
わ
る
可
能
動
詞の
成立
を
論じ
た
ものに

坂
梨
隆三
氏の
「い
わ
ゆる
可
能
動
詞の
成立につ
い
て」
(国語と国文学 、

昭和“
年日
月〉
が
ある 。
氏
は 、
可能
動
詞
成
立に
関
する
諸
説の
共
通欠
点

は 、
抄
物やロ
ド
リ

ゲス
の
大
文
典
等に
見
え
る 、
可
能の
意
を
含
む
下二

段
動
詞
「
読
む
る」
な
どに
ふ
れてい
ないと
と
だ
と
さ
れ
る 。
氏に
よ
れ

ば 、
可
能
動
詞はと
のよ
う
な
下二
段動
詞に
起源
を
もっ 。
乙
れは
九
州
地

方
で 、
可
能
動
詞を
下二
段に
活
用させ
る
こ
と
か
ら
も
傍証
で
きる 。
氏

の
下二
段
起
源
説は 、
ほぽ
承
認
さ
れな
け
れ
ば
な
ら
ない
と
息わ
れる
が 、

「読む
る」
等が
可
能の
意
を
もつ
に
至
る
経
過が
今
後の
課
題
と
な
ろう 。

四
段
動
詞
連
用
形の
音便を
扱っ
た
もの
も
多かっ
た 。

出
雲
朝子
氏の「抄
物に
お
けるラ
行
四
段
活
用
動
詞の
音便
形につ
い
て」

(
枯
糊
肺
結博士国語学
融
炉)
は 、
関
西
系の
抄
物を
広く
調査し 、
ラ
行
四
段

動
詞に
「て」
「た」
が
続
くと
き 、
原
形をと
る
か
促
音便
形をと
る
か
は
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法

抄
物
聞に
相
違が
多
く 、

一
括し
て
「
抄
物」
と
し
て
は
扱
え
ない
と
し 、
年

代
ゃ 、
五
山
系か
博
士
家
系か
な
ど
を
考
慮し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
とい
わ
れ

る 。
氏に
よ
れば 、
室
町
時
代の
口
頭
語で
はラ
行四
段
活
用
動
詞の
促
音
化

は
な
お
進
行
しつ
つ
あ
り 、
応
仁
以
前で
は
む
し
ろ原
形の
方が
標
準的で
あ

っ
た
ろ
う
と
推
論
さ
れた 。

奥
村三
雄
氏の
「サ
行イ
音
便の
消
長」
(国語国文明副
巻1
号)
は 、
先に

述べ
た
方
法
論に
よ
る一
連の
仕
事の一
環
を
な
す
もの
で 、
現
在の
名
古
屋

方
言な
どに
み
る
「
話い
た」
な
どの
イ
音
便
形の
残
存
状
態か
ら 、
近
世
京

阪
語の
状
態
を
推
定
し 、
乙
れを
文
献に
確
か
め 、
その
衰
退の
原
因
を
検
討

さ
れ
る 。
衰
退
の
原
因
は 、
関
東方
言の
影
響 、
サ
行
四
段
動
詞が
もと
も
と

少
数で 、
下二
段
動
詞
との
ゆれが
激し
かっ
た乙
と 、
サ
変
動
詞
「し
た」

に
類
推し
たと
と
な
ど
で
ある 。

東
国
系
資
料を
扱っ
て
音
便を
調べ
た
ものに 、
外
山映
次氏の
「
ハ

行
四
3
1

 

段
活
用動
詞
音
便
形につ
い
て
||洞門抄物の

場合
||」(近代語研究第二

集)

が
あ
る 。
乙
れ
は
天
和か
ら
承
応ど
ろ
まで
に
成
立し
た
洞
門
抄
物五
穫につ

い
て
調
査
し 、

促
音
化の
要
因が
複
雑に
か
ら
み
合っ
て
い
るζ
と
を一不さ
れ

た
もの
で
あ
る 。
五
種の
う
ち 、
促
音化却
%
内
外の
もの
は
巨
海
代
紗 、
大

淵
代
紗 、
扶
桑
説
吟 、
日
%
以
上の
もの
は
天
南
代
紗 、一両
国
代
紗で 、
語に

よっ
て
促
音
化の
程
度をζ
とに
する
が
し
だ
い
に
その
傾
向を
強めていっ

た
と
い
わ
れ
る 。
促
音
化の
要
因
と
し
て
は 、
従
来
語
幹
意
識との
関
連が
指

摘
さ
れて
い
たが 、
そ
れが
重
大
な
要
因
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
「
逢
う」
「ま

う」
な
ど印
語
尾
を
もっ
二
音
節
語は
最
も
促
音便
化し
や
すい
語で
な
け
れ

ば
な
ら
ない 。
と乙
ろが 、
ζ
の二
例
は
すべ
てウ
音
便を
と
る 。
乙
れに
は

同
音
語との
関
係が
考
慮さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。
と
の
よ
うに
さ
ま
ざ
ま

の
要
因が
か
ら
み
あっ
て
促
音便化
を
進め
て
いっ
た
と
説
か
れ
る 。

文

な
お 、
後述
する
抄
物
関
係の
ものの
中に
も 、
四
段
動
詞の
音
便
形に
言

及
す
る
もの
が
ある 。

助
動
詞に
関
する
もの
に
は 、
助
動
詞の
語源
語
誌を
た
ずね
た
もの
が
多

かっ
た 。

:
福
島邦
道
氏の「『
見ゅ
う』
と
『
見ょ
う』
の
交
替」
(
雄一
糊
締
結博士国語学

内崎4
q4

論集)
は 、
「ょ
う」
成
立
直
前の
状
態
を 、
文法と
音
韻の
両
面か
ら
考
察

さ
れ
た
もの 。

安
田
喜
代
門
氏
は 、
氏の
提
唱に
か
か
る
「ま
す」
の
「ま
ら
す」
起源
説

を
補
強
すべ
く 、
あ
ら
た
に
「『ま
ら
す』
と
『ま
す』」
(近代語研究 、
第

注
l

ニ
集)
を
書か
れた 。
同じ
く

丁
寧の
助
動
詞「で
す」
の
語
源
語
誌につ
い
て

は 、
宮地
幸一
氏に
「助
動
詞
『で
す』
を
め
ぐ
る
漸
移層」
(短大論叢お
八

関東学院女子短大V)
が
ある 。

ペ
いペ
い
詞と
か
関
東ぺ
い
と
かい
わ
れ
る
「ベ
い」
の
諮
誌
を
追跡し
た

もの
に 、
高
松
政
雄
氏の
「
『ベ
い』
孜」
(国語国文、
お
巻7
号〉
が
ある 。

「べ
い」
は
推
量の
助
動
詞
「べ
し」
の
後
身で
あるが 、
「ベ
し」
か
ら
「ベ

い」
が
成
立
す
る
過
程
は 、
資
料的な
制約を
受
けて
明
らか
で
なかっ
た 。

氏の
「
中
世と
い
うトン、不ル」
に
入っ
て
し
ま
うの
で
ある 。
中
世の
例と

し
て
は 、
平
家
物
語諸
本
中に
三
例ほ
ど
みつ
か
る
だ
け 。
ζ
れら
を
ど
う
解

釈
する
かで 、
「ベ
い」
の
東国に
お
ける
成
立
時
期が
変わ
る 。
氏
は
平
家

物
語の
成
立 、
書
写
年
代 、
加えて
その
例が
僅
少で
あると
と
な
ど
か
ら 、

東
国に
お
ける
「ベ
い」
の
成立
時
期を
鎌
倉 、
室
町の
交ま
で
下
げよ
うと

さ
れ
る 。
関
東に
「べ
い」
が
土
着し
た
理
由
と
し
て
は 、
その
音韻
構
造や

立目的
印
象が
東国
向き
で
あると
と 、
同じ
意
味の
「う・
ょ
う」
の
発達
が

東国で
遅
れ 、
競
争
関
係に
立つ
語が
なかっ
た乙
と
な
ど
を
あ
げら
れる 。
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な
おζ
の
あ
と 、

れな
かっ
た 。

助
動
詞の
用
法
を
検
討し
た
もの
に 、
土
屋
信一
氏の
「
江
戸
語の
『だ』

の一
用
法」
(
雄

諜
鉱博士
国語
弘前

き
が
ある 。
江
戸
語に
は 、
「お
な
り

遊
ば
すだ」
な
どのよ
うに 、
活
用
語に
直
接つ
く「だ」が
ある 。
その
中に

は
ど
う
し
て
も
江
戸
者の乙
と
ば
と
し
かい
え
ない
もの
も
ある 。
乙
の「だ」

は
文の
構
造か
ら
み
て 、
指
定の
助
動
詞
「だ」
の
終
助
詞
的
用
法と
考え
ら

れ
る
が 、
その
意
味と
な
る
と
統一
的に
説
明し
に
くい 。
こ
れま
で 、
下
品

と
か 、
ぞ
ん
ざい
と
かい
わ
れて
きた
が 、
そ
う
で
は
ない
例が
ある 。
心に

ある
不
満
を
吐
き
出す
場
面に
用い
ら
れるζ
と
が
比
較的
多い 。
土
屋
氏
は

以
上の
よ
うに
考
察
さ
れた
の
で
ある
が 、
「だ」
の
意
味
を
「
強
調」
と
す

る
考
えに
は
言
及
さ
れな
かっ
た 。
もっ
と
も
強
調
で
は
何
も
説
明し
たこ
と

に
は
な
ら
ない
と
し
て 、
あ
えて
問題に
さ
れな
かっ
た
の
か
も
し
れない 。

し
か
し 、

他の
や
り
方で
う
ま
く説
明で
き
ない
以上 、
す
くな
くと
も
今の

と
乙
ろ 、
強
調とい
うの
が 、
一
番
穏
当のよ
う
で
ある 。
氏の
集
め
ら
れた

約三
十の
例につ
い
て
も 、
自
分の
発
言に
ま
ちが
い
な
し
とい
う 、
き
めつ

け
押しつ
ける
よ
う
な
強い
調
子
が
備わっ
て
い
る
よ
うだ 。
強
調とい
うと

と
は
その
出
自か
ら
考
えて
も
自
然
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。

「べ
い」
が
終
助
詞
化し
て
ゆ
く

過
程につ
い
て
は
言
及
さ

助
詞に
関
する
もの 。
中
出
惇
氏の
「ロ
ド
リ

ゲス
『日
本大
文
典』
に
お

け
る
疑
問
表
現
と
仮
定
表
現

||
特
に
推
量
表
現
を
含
む
場
合

11」
〈
愛
知
大
学
文

学論叢幻 、
必
年3
月)
は 、
い
わ
ゆ
る
推
量の
助
動
詞
「う」
つつ
ず」
に
つ

い
て 、
ロ
ド
リ

ゲス
の
大
文
典に
ど
う
説
明
さ
れ 、
また
どのよ
うに
用い
ら

れて
い
る
か
を
検
討し
た
もの 。

外
山
映
次
氏の
「条
件
句を
作
る
『ウニ
ハ』
を
め
ぐっ
て」(
雑
肺
結博士

ゆ2
2

国語学論集)
は 、
洞
門
抄
物に
特
徴
的な
条
件
句を
作
る
「ウニ
ハ」
の
用法

・
語
誌
を
考
察し
た
もの 。
「
忍ノ一
字ヲ
守ツ
テサエ
居
小

骨
戸
川」
な
ど

の
よ
うに
「た
り」
に
続
く

例が
最
も
多く 、
仮
定
条
件を
表わ
すの
が
普通

だ
が 、
確
定
条
件を
表わ
すと
と
も
ある
とい
わ
れる 。
関西
系
抄
物で
は 、

早
く

室
町
時
代に
「ウニ
ハ」
の
例が
ある
が 、
室
町
末の
口
頭
語で
は
反
実

仮
想
的
な一
部の
用法
を
残
すの
み
と
なっ
た 。
洞
門
抄
物は
室
町
期の
「ウ

ニ
ハ」
を
取
り
入
れ 、
独
自の
文
体と
し
て
固
定
させ
た 。
乙
う
し
た
伝
統
的

文
体の
中で 、
江
戸
初
期まで
用い
ら
れた
と
い
わ
れるの
で
ある 。

鎌
田
広夫
氏の
「
天
草
本
平
家
物
語の
助
詞
『を』」(語学文学6
八北海道

教育大学V一
九六八年)
は 、
天
草
本
平
家
物
語巻一
中の 、
主
と
し
て
連
体

形
接
続の
「を」
を
扱っ
た
もの 。

手塚
知
子
氏の
「並
立
助
詞
『の』
か
ら
『だ
の』
へ
||上接する異る要

素
の
相
互
干
渉
に
よ
る
変
遷

||」
(
言
語
と
文
芸
目 、
必
年
7

月)
は 、

室
町
時
代

に
出た
並立
助
詞
「の」
が
「だ
の」
へ
変わっ
て
ゆ
く 、
その
過
程と
変
化

の
要
因
を
採っ
た
力
作で
ある 。
「の」
か
ら
「だ
の」
へ
とい
う
交
替は 、

「の」
が
体言だ
けで
な
く

文相
当
句に
もつ
くよ
うに
なっ
て
か
ら 、
その

影
響で
起こっ
た 。
すなわ
ち 、
体
言につ
く

場
合も
文
相
当
句につ
く

場
合

に
ひ
か
さ
れて 、
い
わ
ゆる
陳述
的
要素が
ほ
し
くな
り 、
ζ
乙
に
「だ
(ぢ

や)」
を
介する
よ
うに
なっ
た 。
乙
の
交
替の
背
景に
は 、
並
立
助
詞
「の」

を
格助
詞
「の」
か
らきわ
だ
た
せ
よ
うと
する
考
慮
も働い
て
い
た 。
と
の

あと 、
文
相
当
句に
も
「だ
の」
がつ
く
よ
う
に
なっ
て 、
並
立
助
詞
「だ

の」
が
成
立
し
た
と
論
考
さ
れる 。
変
化の
過
程の
平
面
的叙
述に
と
ど
ま
ら

ず 、
変
遷の
要
因
をつ
ぎつ
ぎに
解
明し
て
ゆ
くと乙
ろに 、
お
もし
ろさが

あっ
た 。

原口
裕氏の
「近
代の
文
章に
見
え
る
『へ』」
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大学V)
は 、
近
世の
用
法に
ふ
れる
とと
ろわ
ずか
で
ある
が 、
数
え
ら
れ

る
とこ
ろ
が
あっ
た
ので
あ
えて
併記
し
て
お
く 。
そ
の
ほ
か 、
古
代
語か
ら

近
代
語へ
か
けての
変
遷
を
扱っ
た
ものに
小
林
賢
次
氏の
「否
定
表
現の
変

遷
||「あらず」

から「なし」
へ
の
交替現象について
||」(国語学 、

句
集)

が
あっ
た 。
古
代
語と
近
代
語の
重
要な
相
違
点の一
つ
とい
わ
れ
る
「あ
ら

ず」
か
ら
「な
し」
へ
の
移
行につ
い
て 、
主
と
し
て
古
代 、
中
世を
中心に

論
考
さ
れ
た
もの
で
ある
が 、
室
町
時
代
以
降につ
い
て
も 、
抄
物
や
キ
リシ

タン
資
料を
扱っ
て
示
唆
する
とζ
ろの
ある
論で
ある 。

接
辞に
関
す
る
もの
と
し
て 、
前田
勇氏に
「
近
世上
方
語の
接
頭
辞につ

3
1

 

い
て」
(近代語研究第二
集可「近
世俗
語ノ
ー
ト(第五報)
||江戸語の

接

頭辞について
||」

(大阪教育大紀要汀 、
必
年)
の二
論
文
が
あっ
た 。
前

者で
上
方
語
を
扱い 、
後
者で
江
戸
語を
扱わ
れる 。
近
世上
方
接
辞の
特
色

は 、
その
豊
富
さ 、
当
代に
作
ら
れた
ものの
多
さ 、
造
語
力の
旺
盛さ 、
軽

侮・
憎
悪な
ど
を
表わ
す
ものの
多
彩
さ
な
どに
あ
り 、
上
方と
江
戸と
を
比

較
す
る
と 、
前
者
が
よ
り
複
合
語
構
成要
素
的 、
後者
が
よ
り
接
辞
的
で
あ

る 。
江
戸
語の
接
辞は
奴
詞に
由
来し
た
もの
だ
けで
はな
く 、

市
民
語 、
奴

詞の
共
通
基
盤
と
なっ
た
関
東
方
言の
特
色を
受
砂つ
い
で
い
る
と
さ
れた 。

法

敬
語に
関
す
る
もの 。
山
崎
久
之
氏は
長
年の
研
鎗を
もとに 、
「近
世
待

遇
表
現の
構
造と
分
類」(群馬大学教育学部紀要げの3)
を
ま
と
め
ら
れ
た 。

せ
まい
敬
語とい
う
観
点
か
らだ
けで
な
く 、

待
遇
表
現とい
う
立
場か
ら 、

広
く

近
世
語
全
体を整理
しよ
う
と
さ
れた
もの
で 、
ま
ず
待
遇
表現を
「
言

語
表
現の
う
ち
人に
関
する
心理
的・
社
会的条
件に
よっ
て
左
右さ
れ
る
表

現の
すべ
て」
と
定
義し
な
お
し 、

最
後に
「待
遇
表
現の
分
類に
:

敬
語

文

の
分
類
法を
借
用し
て
行な
う乙
とは
妥
当
で
は
な
い 。
待
遇
表
現の
分
類

は 、
そ
の
表
現
を
支
配し
てい
る
待
遇
意
識に
即し
て 、
行な
わ
れるの
が
当

然で
ある」
と
し
て 、
近
世待
遇
表現の
分
類
を
行な
わ
れた 。
ζ
の
あた
り

「
国
語
待
遇
表現
体
系の
研
究」
と
相
違
する
と乙
ろ
だ
ろ
う 。
と
乙
で 、

「
話
手
待
遇
表現」
が
大き
く

取
り
扱わ
れてい
るζ
とに
気づ
く 。

話
手
待

遇
表
現とは 、
主
と
し
て
話
手の
品
位に
関
する
表現で 、
もち
ろん
従
来も

看
過
さ
れて
き
た
わ
けで
は
ない
が 、
こ
れほ
ど
重
視
さ
れたこ
とは
な
かっ

た
よ
うだ 。
近
世待
遇
表
現につ
い
て
新しい
事
実を
記
述し
た
論
文で
はな

い
が 、
その
全
体
的
把
握 、
整理
な
ど
の
た
めに
見
逃せ
ない
もの
で
ある 。

キ
リシ
タン
資
料を
対
象
と
し
た
もの
も 、
い
くつ
か
あっ
た 。
鎌田
広夫

氏の
「
天
草
本
平家
物
語の
敬
語」(国学院雑誌 、
刊何
年6
月)
は 、
天
草本
平

家二
巻
まで
の
「
1る
る」
のつ
い
た
敬
語を
扱わ
れた
もので
ある 。
た
と

えば 、
「申
さ
る
る」
な
どは 、
「る
る」
の
カに
よっ
て 、
「おっ
しゃ
る」

の
よ
う
な一
語の
尊
敬
動
詞と
なっ
てい
る
と
論ぜ
ら
れる 。
た
し
かに一
語

の
尊
敬
動
詞と
認
め
ざ
る
をえない
例
もあ
り 、
乙の
点で
は
異
論が
ない 。

た
だ 、
「
iる
る」
の
すべ
て
を一
語の
尊
敬動
詞と
するの
か 、
もし
そ
う

だ
と
する
な
ら
ば
若
干の
た
め
らい
を
感じ
る 。
謙
譲プ
ラス
尊
敬と
解釈で

き
る
よ
う
な
場
合で
も一
律に
尊
敬で
割
り切っ
てい
くな
らば 、
せっ
か
く

の
敬
語の
表
現
力が
損わ
れて
し
ま
う 。
そ
れを
押し
切
るに
は 、
も
う一
つ

強
力
な
根
拠
が
必
要で
は
ある
まい
か 。

清
瀬
良一
氏の
「
天
草
版
平家
物
語に
お
ける
『でど
ざ
る』
な
どの
言ひ

方につ
い
て」
(国文学EMW
八広島大学V 、
必
年4
月)
は 、
天
草本
平
家の

地
の
文の
「でど
ざ
る」
「で
ある」
「ぢや」
な
ど
を 、
古
典平
家と
対
応
さ

せ
て
調べ
た
もの 。

近
世前
期上
方
語
を
扱っ
た
もの
と
し
ては 、
高松
浩
美
氏の
「近
松の
世
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(国文也
八お茶の水大学VHH
年8
月〉
が

話
物
浄
瑠
溜に
於
ける
待
遇
表現」

あ
る 。近

世
後
期に
関
する
もの 。
縮問
落
本を
扱っ
た
戸
田
都
子
氏の
「
酒
落
本に

現わ
れた一
・

二
人
称
代
名
詞につ
い
て」
(国文鶴見3
号八鶴見女子大VG

年3
月)
が
あっ
た 。
池上
秋
彦
氏
は
引
続き
人
情本を
調
査
さ
れて 、
「
人

情
本に
現わ
れた
待
遇
語梁
につ
い
て」
(鶴見女子大紀要5 、
必
年3
月)
を

発
表
さ
れた 。
ζ
れ
は必
年の
「人
情
本の
待
遇
表
現
研
究・
序
説

|l梅暦

ものの
動詞・
助動詞を中心に
ll」

(鶴見女子大絶要4)
の
あと
をつ
ぐ
も

の
で 、
梅
暦
以
外の
天
保
期
人
情本六
種
を
対
象と
さ
れた 。
な
お 、
本論
は

先
行
する必
年の
論
文を
読
ん
で
お
か
な
い
と
理
解で
き
な
い 。

江
戸
語か
ら
東京
語へ
か
けて 、
小
島
俊
夫
氏の活
躍
が
目
をひ
く 。

「
滑
稽
本・
人
情
本に
あ
らわ
れた
『ワ
タ
クシ・
ワ
タシ・
オレ・
オ
イ
ラ』

と
敬
語
表現
体
系」
(国語学 、
内
集)
は 、
氏が
早
く
発
表
さ
れ
た
「後
期
江

戸
語に
お
ける
対称
代
名
詞と
待
遇
表
現」
(国語 、
m何
年9
月〉
を
足
場
と
し

て 、
第一
人
称
を
主
述
対
応の
点か
ら
調べ
あ
げた
もの
で
あ
る 。
乙
の
あ
た

りに
関し
て
は 、
すで
に
か
な
りの
研
究が
出て
い
る
の
で
あ
る
が 、
と
も
あ

れ犯
年の
論
文と
相
まっ
て 、
氏の
研
究はと
ζ
K一
応の
完
成を
み
た 。
氏

独
自の
江
戸
語
待
遇
表現
体
系の
骨組
みが
で
き
あがっ
たの
で
あ
る 。

乙
れよ
り
先に
出た
「滑
稽
本・
人
情本に
あ
らわ
れた
『
貴
殿』
・

『
貴

所』
・

『
貴公』
およ
び
『
君』
につ
い
て」
(山形大学紀要6の4 、
“
年

1
月)
は 、
や
や
特
殊な二
人
称
代
名
詞を
扱わ
れた
もの
で
ある 。「
浮
世
風

呂に
登
場
する
生
酔の
乙
と
ば
づ
か
い」
(国語と国文学 、
μ
年6
月)
は、

浮
世
風
呂の
登
場人
物で
素
姓
不
明の
生
酔が 、
乙
と
ぱ
づ
か
い
上 、
武
士

〈浪人)
で
は
な
い
かと
推
定
さ
れ
る 。
山
形
大の
紀
要
論
文
及び
本
論
な
ど

に
よっ
て 、
江
戸
語

戯作に
現わ
れ
る
武
士の
と
と

ば
が
問
題に
さ
れ
るよ
う

に
なっ
た 。

小
島氏に
は
当
期に
関し
て 、
も
う一
つ「『
貴
様』(会話文)
の
敬
語
表
現

ーー一
八
O
九
t一

九一
九
年
刊
行
の
滑
稽
本・
人
情
本・
小
説
を
資
料
と
し
て

||」

(
持
制
蹄
紙博士
国語学
両
知)
が
あ
る 。
「
貴
様」
の
変
遷につ
い
て
は 、
つ
と

に
辻
村
敏
樹
氏の
論
考が
知
ら
れてい
るが 、
小
島氏はと
の
後半を
詳
し
く

さ
れ 、
当
時の
待
遇
表
現
体
系
中K
占め
る
「
貴
様」
の
位置
及び
その
変
動

を
明
らかに
さ
れた 。
氏によ
れ
ば 、
の
の
し
りの
用
例は 、
す
で
に
梅
暦

(一
八三ニ)
に
あ
る 。
ζ
の
例は 、
辻
村
氏の
あ
げら
れた
明治の
「
雪
中梅」

(一
八八六)
の
例か
らみ
れ
ば
だ
い
ぶ
早
い
し 、
同
氏が
卑
駕
語に
も
う一

歩と
さ
れた
「
操
形
黄楊小
櫛」
(一
八三四)
の
ものよ
り
も
若
干早い 。

敬
語(補助)
動
詞の
語
誌・
用
法に
関
する
もの
を
あ
げ
よ
う 。
園
田
百

合子
氏
「『
御
湯
殿
上日
記』
に
み
え
る
謙
譲動
詞
『ま
ゐ
る』
の
用
法」

3
1

 

(近代語研究 、
第二祭)
は 、
御
湯殿上日
記に
特
徴
的な
補
助
動
詞
「まゐ

る」
「まゐ
らる
る」
の
用
法を
調
査し 、
そ
れが
「まゐ
ら
す」
「まゐ
らせ

ら
る
る」
と
同
義で 、
よ
り
多く
用い
ら
れ 、
その
中に
は
自
動
詞につ
く
も

の
さ
え
あると
と
を
報
告さ
れた 。
や
や
特
殊な
歌
謡の
世
界を
扱っ
た
もの

に 、
蜂谷
清
人
氏の「『お
りゃ
る』
か
ら『ど
ざ
る』へ
||歌謡のζとばの

変速

に関する一
考察
||」(国語学研究9

八東北大学V)
が
あっ
た 。
安達隆一
氏

の「
尊
敬動
詞「シヤ
ル・
サ(ツ)
シヤ
ル」
ーーその成立事備について
||」

(研究報告げ
八愛知教育大V)
は 、
成立の
事
情を
再
吟味
さ
れた
もの 。

抄
物
関
係 。
抄
物の
紹
介 、
資
料的
性格の
調
査な
どの
中に
は 、
その
抄

の
と
と
ば
につ
い
ての
報
告が
あ
り 、
当
期の
様相を
知る
う
えに
欠か
すと

と
が
で
き
な
い 。
乙
こ
に
は 、
主
と
して
その
種の
もの
を
まと
め
る 。

詩
学大
成
抄につ
い
て 、
大
塚
光
信
氏と
柳田
征
司氏と
が
研究を
発
表
さ

れた 。
柳田
氏の
「
市立
米
沢
図
書館
蔵
『
詩
学大
成
抄』
(『詩淵一
滴』V
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法

に
就い
て」
(国語国文 、
幻
巻9
号)
は 、
書
誌を
調
査さ
れた
も⑪
で
ある

が 、
最
後にき一口
語
的
特
徴に
もふ
れる 。
大塚
氏の
「
詩
学
大
成
抄
と
と
と

ば」
(国語国文 、
幻
巻9
号)
は 、
本
抄
の
と
と
ばを
その
前
後及び
同
時
代

の
資
料と
広
く

照
合
さ
れた
もの 。
氏に
よ
れば 、
「
詩
学
大
成
抄」
は 、
抄

物
文
体の
基
調が口
語か
ら
文
語へ
傾
き
か
けた
乙
ろ
製作
さ
れ
た
も
の
で

(
前
記
柳田
氏の
論
文で
柳田
氏は
抄の
時
期を
天文路
年
前後と
考
証された) 、
史

記
抄な
ど
と
毛
詩
抄な
ど
を
結ぶ
貴重
な
資
料で
ある
とい
う 。
乙
ζ
に
取
り

あ
げ
ら
れて
い
る
と
とば
は 、パ・
マ
行
四
段
活
用の
音便
形 、
ウズ・
ウズ

ル 、
オ
lltアル

と
その
劫
音
化の
類 、
シ
モ・
シ
ム・
(サ)
シマ
ス 、
マ

イ
ラスル・
マ
ラ
スル 、
候と
その
短
縮形な
どで
あ
る
が 、
周
辺
資
料
との

比
較が
精
細で 、
当
時の
言
語を
知る
手が
か
りと
な
る 。

柳田
氏
に
は 、
乙
の
ほ
か
「
清
原
宣
賢
自
筆
『三
略
秘
抄』
の
本
文の
性
格

に
就て」
(国語学 、
句
集)
その
他が
ある 。
坂
詰
カ
治
氏の
「
国
語
資
料と

し
て
の
書
陵
部
蔵
『
魯
論
抄』

||本文の
考察
を
中心に
ll」

(文
学論
藻ω

八東洋大学V)
な
ど
も 、
抄
物の
資
料的
性
格を
調べ
あ
げた
もの
で
ある 。

東国一
系
抄
物につ
い
て 、
金
田
弘
氏に
「『
議碧
巌
雷
択
抄』につ

い
て
|

程
調門
誌の
性格に関連させて
l」(近代語研究 、

第
二

き、「
結

諮寺天

南
松
葉の
抄
と
その
言
語」
(国学院雑誌ω
巻3
号)
が
あ
り 、
い
ず
れ
も
そ

の
言語
上
の
特
色
にふ
れてい
る 。
前
者は 、
霊
泉
寺の
兼
任
住
職
雷
沢
宗
援

が
天
文二
年(一
五三三年)
に
講
じ
た「
碧
巌
雷
沢
抄」
の
紹
介で 、
助
動
詞

「だ」
「な
り」 、
ハ
行
四
段
活
用
連
用
形の
音使 、
形
容
詞
連
用
形の
音
便 、

助
動
詞
「ょ
う」 、
接
頭
辞 、
二
段
活用
語の一
段
化
な
ど
にふ
れる 。
な
か

ん
ず
く 、

本
抄
中の
「ない」
は 、
一
例で
は
ある
が 、
講
述
当
時の
もの
で

あ
れ
ば 、
古い
例に
な
る
とい
わ
れる 。
後
者
は 、
先に
外
山映次
氏
が
紹
介

さ
れた「
天
南
代
詩
抄」
(巻二・
五)
の
初
巻
に
あた
る
部
分を
調
査さ
れた

文

もの
で 、
ζ
の
抄は
「天
商
松
葉代
語
抄」
と
呼ば
れるべ
き
だ
と
さ
れる か

な
お
同
時に
発
見さ
れた
「天南
本
参
抄」
も
あわ
せ
て
紹
介さ
れる 。
言語

的に
は 、
「べ
い」
が
多い
な
ど
東
国的
特色が
濃い 、
「う」
「ょ
う」 、
「な

い」 、
形
容
詞・
動
詞の
連
用
形の
音
使 、
命
令の
いい
方
な
ど
にふ
れる 。

な
お 、
一
段
化につ
い
て
は 、
本抄
中に
例が
ない
とい
わ
れる 。

朝
鮮
資
料関
係 。
浜田
教氏
は 、
朝
鮮
語
資
料
と
の
対
照
研
究を
引
き
続

き 、
い
ず
れ
も
「
国
語国
文」
誌上
に
発表さ
れた 。
必
年4
月の
「接
続」 、

“
年1
月の
「副
詞な
ど」 、
同年7
月の
「敬語」 、
そしてU
月に
は
「
尊

敬と
謙
譲」
を
発表さ
れた 。
ζ
れらは 、
最
後の
論
文を
除い
て 、
すべ
て

一
本に
まとめ
ら
れ 、
すで
に
庖
頭を
飾っ
てい
る 。
日
鮮
対
照
研
究
と
い

う 、
未開の
分
野
を
き
りひ
らい
たこ
れらの
諸
論
文は 、
単
行
本とし
て
全

体
的に
よ
り適
切
な
評
者を
え
て
扱うべ
きだ
ろう 。
と
と
で
は
未収の一
論

文につ
い
て一
言する 。
「
尊
敬と
謙
譲」
は 、
朝
鮮
語にお
ける
忍
巳
か

ら
巴
忍
へ
とい
う
承
接
順
変化の
原
因を
探
り 、
そ
れ
と
対照
さ
れる日

本
語の
現
象を
考
察
さ
れた
もので
ある 。
与
は
も
と
独
立の
動
詞か
ら出

た
が 、
その
謙譲
動
詞
性を
失っ
て
敬
辞的な
もの 、
い
わ
ば日
本語の
「で

す」
「ま
す」
的
な
もの
に
変
質していっ
た 。
その
ため 、
語
句の
結尾に
お

し
ゃ
ら
れた
の
だ
と
結
論
さ
れる 。
日
本語で
も「ま
ゐ
ら
す」
か
ら「ま
す」

を
生じて
い
る
が 、
動
詞
性を
全
く
喪
失した「ま
す」
の
場合
も入
子型
構
造

の
し
め
く
く
り
に
立た
ず「し
ま
し
た」
の
ご
と
く「ま
ゐ
ら
す」
に
由
来
する

古い
位
置を
変えて
い
ない 。
朝鮮語の
よ
うな
承
接
順
位の
転
換が
起
き
な

かっ
たの
は 、
そ
れが
活
用
語だっ
た
か
らで
ある 。
と
う
し
た
とと
ろに 、

「し
た
で
す」
の
よ
う
な
新しい
形の
出て
くる

理
由が
ある
と
説
か
れる 。

安問
章氏
に
は
「
辞
書と
文例」
(国語国文幻巻2
号)
と
「
朝
鮮資
料
論
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続
招」
(国語学 、
河
集)
が
ある 。
い
ず
れ
も
朝
鮮
資
料の
扱い
方
を
具
体
的

に
示し
て
く
れ
る
もの
で
ある 。

福
島
邦
道
氏
に
も
「
朝
鮮
語
学
習
書
に
よ
る
国
語
史
研
究」
(圏諸学 、
句

集〉
が
ある 。
ζ
乙
で
は 、
「
文
法
史上
注
目
すべ
き
副
詞と
準
体
助
詞」
が

と
り
あ
げら
れて
い
る 。
準
体
助
詞につ
い
て
は 、
朝
鮮資
料か
ら
多
くの

例

を
集め 、
その
語
源につ
い
て 、
浜
田
氏の
「
もの」
縮
約
説(前出「接続」

で発表)
に
賛意
を
表
さ
れ
る 。

近
世文章聞
を
扱っ
た
論
文は 、
あい
か
わ
ら
ず
少な
い 。

鈴
木
丹
士
郎
氏
の「『
雨
月
物
語』
の
動
詞
語
実」(
国
語
学
研
究
9
A
東
北
大
学V)

は 、
基
本
語集
設
定
とい
う
大き
な
目
標の
も
とに「
雨
月
物
語」
の
動
詞
全
般

につ
い
て 、「
奥の
細
道」
な
ど
と
比
較し 、
乙
れ
を
表出し
た
もの
で
あ
る 。

道
本武
彦
氏
は 、
俳
諮に
特
殊な
文
法が
あ
る
か
ど
う
か
を
模
索し
て 、

「
『
芭
蕉・
燕
村・一
茶』
発
句の
助
動
詞
『る』
『らる』
『す』
『
さ
す』

『し
む』
『
れる』
『
せ

る』
につ
い
て
」

(
国
語
研
究
明副

八
国
学
院
大
学
V)
を
書

か
れ 、
俳
請
文
法につ
い
て 、
まだ
確
言は
で
き
ない
が 、
全
く
な
い
と
い
う

の
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れた 。

注
1

桜

井

光
昭

氏の
「秋
成な
ど
に
見る
近
代
文
語の
問
題
」

(
近
代
語
研
究 、
第

二
集)
は 、
秋
成 、
一
葉な
どの
文
章に
は
共
通
点
が
多い
とい
う
指
摘に
は

じ
ま
り 、
近
代
文
語
文の
特
徴
を
き
わ
め
るべ
く 、
活
用 、
助
詞 、
助
動
詞 、

敬
語
その
他に
わ
たっ
て
検
討
さ
れる 。
近
代
文
語の
特
色を 、
古
代
語との

相
違と
し
て
問
題に
し
て
ゆ
く

場
合 、
近
代
文
語
文の
特
色は 、
近
代口
語の

体
系の
投
影に
よっ
て 、
また口
語
形
式に
ない
もの
乙
そ
文
語
ら
し
い
と
意

識
さ
れた
結
果と
し
て
生
じ
た乙
とに
な
る
と
い
わ
れる 。

そ
の
他 。
清
水功
氏は 、
日
本
語の
指
示
語の
変
遷
を
研
究し
てと
ら
れた

が 、
「
謡
曲
の
指
示
語
に
つ
い
て

|
場
面
と
様
式

1|」
(
話

屋
国
語
国
文
学

お 、
一
九六八年)
で 、
謡
曲に
は 、
相
手を
さ
すのに
「あ
れな
る」
と
「乙

れ
な
る」
の二
つ
の
言い
方が
あ
り 、
原
則
的に
は
前
者はシ
テ
系に 、
後
者

は
ワ
キ
系に
用い
ら
れてい
る乙
と
を
明
らかに
さ
れた 。

清
瀬
良一
氏の
「天
草
版
平
家
物
語に
お
ける口
語
訳
の
存
立
状
態」
(国

語学 、
花
築)
は 、
天
草版
平家
物
語の口
語
訳の
あ
りか
た
か
ら
み
て 、
と

の
書
は
前
半と
後半に
相
違が
あ
り 、
前
半の
方
が口
語
性が
ゆた
かで 、
後

半
は
書きζ
と
ば
の
教養
も
与えよ
う
と
し
た
らしい
と
推
断さ
れ
る 。

亀
井
孝
氏
の
「
口
語
の
慣
用
の
徴
証
に
つ
き
そ
の
発
掘
と
評
価」
(
国
語
学

苅
集)
は 、
過
去の
文
献に 、
当
時の
規
範と
違
う
形が
出て
来
た
場
合 、
そ

れ
を
単な
る
誤
用
と
み
るの
か 、
そ
れと
も
当
時の
慣
用と
み
るの
か
とい
う

国
語
史
研
究上 、
ゆゆし
き
大
問
題
を
取
りあ
げら
れ
る 。
た
と
え
ば 、
万
葉

集
巻
六の
ざ
れ
歌
中の
「
死
許
曽」
の
古いよ
み
か
た
を
て
が
か
りに 、
鎌
倉

中
期
以
前(おそらく平安時代)
か
ら 、
「
死ね」
とい
う
形が
行
な
わ
れて

い
ただ
ろ
うと
推
定
を
下
さ
れるの
で
ある 。
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以
上 、
は
な
はだ
粗
雑・
不
行
届な
展
望
を
終
え
る 。
誤
読 、
妄
言 、
すべ

て
私の
浅
学と
非
才のい
た
すと乙
ろ 、
心
か
ら
御
海
容の
ほ
ど
を
願う 。

な

お
、

昭

和
uH

年

度
の

奥
付
を

も
っ

紀

要
類
(
実
際
に
は
未
刊
の
も
の
が
多
い
)

い)
は 、
ほ
と
ん
ど
見るこ
と
が
で
き
な
かっ
た 。
ま
た 、
その
他
見
落と
し

た
労
作
も
多い
こ
と
と
思
う 。
あ
らか
じ
め 、
お
わ
び
申し
あ
げる 。

注
1

「
近
代
語
研
究
第
二
集」

近
代
語
学
会
編

昭
和
必
年

武
蔵
野
舎
院

注
2

「

謀説
紙

博
士

国
語
学
論
集」
昭
和
一“
年

表
現
社

-1
埼玉
大
学助
教
授
ll


